
ロレアル リサーチ＆イノベーション ジャパン、国立研究開発法人物

質・材料研究機構（NIMS）との共同研究を2028年まで延長

革新的な化粧品素材開発に向けた戦略的連携を強化

日本ロレアル株式会社

　世界最大の化粧品会社であるロレアルグループの日本における研究開発拠点、ロレアル

リサーチ＆イノベーション ジャパン（所在地：神奈川県川崎市、所長：アミット・ジャヤ

ズワル）は、国立研究開発法人物質・材料研究機構（以下、NIMS）との共同研究拠点「N

IMS-L'ORÉALマテリアルイノベーションセンター」の活動を2028年まで延長することで合

意いたしました。

　2018年7月に設立された「NIMS-L'ORÉALマテリアルイノベーションセンター」は、以

来7年間にわたり（2018年～2025年）、革新的な化粧品用素材の開発を目指し、NIMSとの

戦略的な連携を進めてまいりました。研究領域をスマートポリマー、光学材料、紫外線防

御素材、さらには環境に配慮した生分解性ポリマーへと大きく広げております。

　これまでの共同研究で得られた成果を踏まえ、今回の活動延長においては、未来の化粧

品に貢献するさらなるイノベーションの創出に取り組んでまいります。ロレアル リサーチ

＆イノベーション ジャパンは、NIMSとの連携を通じて、最先端の科学技術を化粧品に応
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用し、より安全で効果的な製品を世界中のお客様にお届けすることを目指してまいりま

す。

　公的研究機関、大学、材料メーカーなどから構成される日本の卓越したサイエンス・エ

コシステムは、ロレアルの化粧品開発戦略において極めて重要であると認識しています。

この豊かなエコシステムを最大限に活用し、革新的な製品を開発することは、ロレアルの

グローバル戦略の一つとして位置づけています。NIMSと共同で設立した「NIMS-L'ORÉAL

マテリアルイノベーションセンター」は、まさにこの戦略の重要な一環です。世界でもト

ップクラスの研究開発力を誇るNIMSとの継続的な連携を通じて、最先端の科学技術と日

本の強みを生かした画期的な研究成果が、未来の化粧品開発に多大な貢献をもたらすもの

と大いに期待しております。

　これまでの7年間にわたる「NIMS-L'ORÉALマテリアルイノベーションセンター」の共

同研究活動における成果は、6件の特許出願、2報の国際的な科学専門誌への論文掲載、お

よび2つの国際学会での研究発表といった実績を上げています。研究成果に加え、本セン

ターは人材育成と交流の面でも貢献しています。2024年には、NIMSで学ぶ学生がロレア

ルを訪問し、最先端の化粧品開発の現場を体験するなど、活発な交流が継続的に行われて

います。

　「NIMS-L'ORÉALマテリアルイノベーションセンター」での今後の共同研究では、マテ

リアルズインフォマティクスを活用した革新的な新素材開発、環境に配慮したソフトマタ

ーや機能性無機粒子、バイオマテリアルなどの材料研究、そして素材の構造と機能の関係

性を探求するための先端材料解析に重点を置いてまいります。ロレアルは、日本の重要な

パートナーであるNIMSと共に、私たちのパーパスである「世界をつき動かす美の創造」

を実現するイノベーションをさらに加速させ、未来のビューティーの創造に貢献してまい

ります。

ロレアルグループについて

ロレアルは115年にわたり美容・化粧品業界のリーダーとして、世界の消費者の美

への希求とニーズに応えることに専念してきました。当社のパーパス「世界をつき

動かす美の創造」は、社会に対しても、環境に対しても、サステナブル、インクル

ーシブ、倫理的かつ寛大な形で美を通じて貢献していくという私たちの美への姿勢



を包括的に表現するものです。37の国際ブランドを初めとする多様で幅広いブラン

ドポートフォリオと、持続的発展と環境を守るための取り組みである「ロレアル・

フォー・ザ・フューチャー」プログラムを通じ、美の無限の多様性を賛美し、世界

のすべての人々に最高水準の品質、有効性、安全性、誠実さ、責任をお届けしま

す。当社は、9万人を超える従業員を擁し、地理的にもバランスの取れた拠点展開

と、すべての流通網（eコマース、マスマーケット、百貨店、薬局、美容室、ブラン

ドおよびトラベルリテール）における販路を有しています。2024年のグループ売上

高は434億8千万ユーロにのぼります。世界13ヵ国に21の研究開発と研究開発拠点を

置き、4,000人以上のサイエンティストと8,000人を超えるデジタル人材を擁するロ

レアルは、美の未来を創造し、ビューティーテクノロジーを推進してゆくことを重

要視しています。

詳細については、https://www.loreal.com/en/mediaroom をご参照ください。

ロレアル リサーチ＆イノベーション ジャパンについて

日本における研究開発は 1983 年にスタートし、現在、日本ロレアル リサーチ＆イ

ノベーションセンター（所在地：川崎市、所長：アミット・ジャヤズワル）とし

て、戦略的なイノベーション拠点としての役割を担っています。数ある外資系化粧

品企業においても、もっとも歴史ある研究開発部門であり、いち早く日本の文化、

歴史、社会を深く理解し、200 名以上の研究員が、ラグジュアリーブランドをはじ

め、グループの各ブランドおよび様々なカテゴリーの製品開発を行っています。代

表的なブランドはランコム、シュウ ウエムラ、キールズ、イヴ・サンローラン、ケ

ラスターゼ、ロレアル プロフェッショナル、メイベリン ニューヨーク、TAKAMIな

ど。

https://www.loreal.com/ja-jp/japan/articles/science-and-technology/beauty-res

earch-and-innovation
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